
尾張旭市教育委員会（５月）定例会次第 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時　令和８年５月２０日（水） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後２時　　 

場所　市役所３階　講堂（１） 
 
１　開会のあいさつ 
 
 
２　前回会議録の承認について 
 
 
３　報告 
　　別紙のとおり 
 
 
４　付議事件 
⑴　第８号議案　尾張旭市公民館運営審議会委員の委嘱について 
⑵　第９号議案　尾張旭市立図書館協議会委員の任命について 

 
 
５　その他 
 
 
６　閉会のあいさつ 
 
 
次回定例会 
　日時　令和８年６月２４日（水）午後２時 
　場所　市役所３階　講堂（１） 



令和８年５月　報告事項 
 

Ⅰ　令和８年度尾張部都市教育長会総会及び令和８年度第１回尾張部都市教育長会議 
　　　令和８年４月２１日（火）　於：東海市創造の杜交流館 

 
〇令和８年度尾張部都市教育長会総会 
１　開会 
 
２　会長あいさつ 
　　　 
３　総会議案 
（１）議案第１号　令和７年度事業報告について 
（２）議案第２号　令和７年度歳入歳出決算及び監査報告について 
（３）議案第３号　運営資金積立金について 
（４）議案第４号　令和８年度役員の選出について 
（５）議案第５号　令和８年度事業計画について 
（６）議案第６号　令和８年度歳入歳出予算について 
 
４　閉会 
 
 
〇令和８年度第１回尾張部都市教育長会議 
１　開会 
 
２　会長あいさつ 
　　　あま市教育長　伊藤　克仁 
 
３　開催市長あいさつ 
　　　東海市長　花田　勝重 
 
４　愛知県教育委員会あいさつ 
　　　愛知県教育委員会事務局次長　細井　徹 
 
５　愛知県からの連絡事項 
（１）当面する人事行政諸課題への対応状況について 
　　　　教職員課　担当課長　吉川　直希 
（２）部活動の地域展開について 
　　　　保健体育課　課長補佐　石黒　雄介 



（３）２０２６年度外国人県民による多文化共生日本語スピーチコンテストの出場者募集

及び小中学生向け多文化共生理解教材及び外国人の紹介動画について 
　　　県民文化局　社会活動推進課多文化共生推進室　室長補佐　林　大貴 
 
　６　協議議題 
（１）議題１　学校徴収金（給食費、教材費、積立金等）における集金システムの利用に

ついて【提案市：一宮市】 
（２）議題２　部活動地域展開等に伴う就学援助の扱いについて【提案市：稲沢市】 
（３）議題３　屋外運動場施設の整備について【提案市：愛西市】 
（４）議題４　地教行法第２９条に係る市長（町村長）から教育委員会への意見聴取に　　

ついて【提案市：あま市】 
（５）議題５　特別な教育的支援を必要とする児童生徒への対応について【提案市：東海

市】 
 
　７　諸連絡 
　 
　８　次期開催市及び期日 
　　　　開催市　　知多市 
　　　　日 時　　令和８年７月１日（水）午後２時から 
　　　　場 所　　知多市勤労文化会館　 
 
９　閉会あいさつ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅱ　愛日地方教育事務協議会 
　　　令和８年５月１２日（火）　於：にっしんマスプロ市民会館 
　　 
１　開会のことば 
 
２　あいさつ 
　　　 
３　協議事項 
（１）議事録署名人の選任 
（２）令和７年度事業報告について 
（３）令和７年度決算・監査報告について 
（４）今後の予算執行について 
 
４　報告・連絡依頼事項 
（１）学校教育推進委員会報告 
（２）その他 
　 
５　その他 
（１）教育事務所からの依頼・連絡事項 
（２）その他 
 
６　閉会のことば 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅲ　第７６回　全国都市教育長協議会定期総会並びに研究大会　高知大会 
令和８年５月１４日（木）～１５日（金）　於：新来島高知重工ホール 

 
＜第１日＞ 
　１　開会式 
（１）開 会 宣 言　　開催ブロック教育長 
（２）国 歌 斉 唱  
（３）会 長 挨 拶　　全国都市教育長協議会　会長 
（４）歓迎のことば　　高知市長 
（５）来 賓 祝 辞　　文部科学大臣 
　　　　　　　　　　高知県知事 
（６）表　　　彰　　表彰状及び感謝状の贈呈 
　　　　　　　　　　被表彰者代表の謝辞 
（７）そ の 他 
 

　２　議事 
　　（１）議長団選出 
　　（２）会 務 報 告 
　　（３）議 案 審 議 
　　　　　　議案第１号　　令和７年度歳入歳出決算について 
　　　　　　議案第２号　　令和８年度歳入歳出予算（案）について 
　　　　　　議案第３号　　宣言・決議について 
　　　　　　議案第４号　　研究協議題について 
　　　　　　そ の 他 
　　（４）役 員 改 選 
 
　３　文部科学省講話 
 
　４　教育研究部会 
　　　・第１部会　　教育行財政 
　　　・第２部会　　学 校 教 育 
　　　・第３部会　　生 涯 学 習 
　 
５　アトラクション 
　　　・太　　鼓：土佐春野あじさい太鼓　太鼓演奏 
　　　・取組発表：高知商業高等学校による発表 
　　　　　　　　　（ジビエ商品開発・販売促進部、ラオス学校建設活動） 
　　　・踊　　り：祭屋よさこい踊り子隊　よさこい鳴子踊り 



＜第２日＞ 
　１　分野別研究発表 
　　　・教育行財政　　九州ブロック 
　　　・学 校 教 育　　関東ブロック 
　　　・生 涯 学 習　　近畿ブロック 
 
　２　特別委員会報告 
　　（１）特別委員会委員長報告 
　　（２）新旧役員挨拶 
 
　３　閉会式 
　　（１）開催市教育長挨拶 
　　（２）次期開催市教育長挨拶 
　　（３）閉会宣言　次期開催ブロック教育長 
 
　４　視察研修 
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夏の小学校巡回観望会

夜間天体観望会
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親子天体観測教室

望遠鏡を作ろう

コズミックカレッジ
バルーンロケットを作ろう
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尾張旭市教育委員会 

 

（令和８年４月） 
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尾張旭市教育委員会 
 

 

 



 
 

尾張旭市教育委員会（４月）定例会会議録 
 
　１　日 　 　 時　　令和８年４月２２日（水）　午後２時００分 
 
　２　場 　 　 所　　市役所３階　講堂（１） 
 
　３　出 席 者　　教育長　　　　　　　　　　　　　三　浦　　　明 

委　員　　　　　　　　　　　　　鈴　木　厚　子 
委　員　　　　　　　　　　　　　戸　原　弘　二 
委　員　　　　　　　　　　　　　近　藤　三　博 
委　員　　　　　　　　　　　　　市　野　正　枝 

 
　４　出 席 職 員　　教育部長　　　　　　　　　　　　若　杉　直　樹 
　　　　　　　　　　  管理指導主事　　　　　　　　　　山　下　浩　司　 
　　　　　　　　　　  教育部次長兼教育政策課長　　　　大　内　裕　之 
　　　　　　　　　　  学校教育課長　　　　　　　　　　塩　田　駒　子 
　　　　　　　　　　  指導主事　　　　　　　　　　　　中　山　博　喜 
　　　　　　　　　　  学校給食センター所長　　　　　　周　防　康　尚 
　　　　　　　　　　  生涯学習課長　　　　　　　　　　坂　田　みどり 
　　　　　　　　　　  生涯学習課主幹　　　　　　　　　鈴　木　直　子 
　　　　　　　　　　  図書館長　　　　　　　　　　　　二　村　正　篤 
　　　　　　　　　　 
　５　従 事 職 員　　教育政策課係長　　　　　　　　　髙　橋　浩　代 
　　　　　　　　　　   教育政策課主事　　　　　　　　　成　瀬　亜　弓 
 
　６　傍 聴 者　  なし 
 
　７　会議に付した事件    なし　 
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開　　会　　　　　　午後２時００分 

 

教　　育　　長　　本日の出席者は５名です。定足数に達しております。 

                  ただいまから、４月定例教育委員会を開催いたします。 

４月定例教育委員会の会議録の署名は、鈴木委員を指名しますので、

よろしくお願いいたします。 

令和８年度がスタートいたしました。小中学校では、入学式が行わ

れ、今年度は、４月８日に新小学１年生が、翌９日には、新中学１年生

が入学し、希望や期待、そして、少し不安を抱えて、新たなステージが

始まりました。この新たな小学校での６年間、中学校での３年間で、子

どもたちが、体験する様々な出来事を通して、教職員の指導や地域の皆

様による支援などにより、成長していくことを期待しております。そん

な子どもたちを見ると、いつも感じることがあります。子どもたちは

我々の未来。次の社会、尾張旭市を作る担い手に成長してほしいと。そ

れと同時に、その担い手を育てていくのは、私たち教育に携わる者、い

や、全ての大人たちの責任であり、使命だと感じます。是非、私たちの

未来である子どもたちをみなさんで育てていきましょう。 

また、４月１日には、新任教職員の辞令伝達を行いました。ご出席い

ただきました委員の皆様、ありがとうございました。辞令伝達では、私

からは、新任された教職員に向け、２点について訓示を行いました。１

点目は、当たり前のことですが、教員は、教諭、先生であり、公務員で

あり、社会人であること。その意識を忘れないでほしいと、この意識が

なくなると、トラブルが発生し、クレームが来たり、不祥事に繋がるこ

とになると。２点目は、先生として、１番大切にしたい思い、価値を、

持ち続けてほしいと、この１番大切にしたい思い、自分はこうありた

い。という価値は、授業をつくる上でも、クラスをつくる上でも、一貫 

して、軸になり、いい結果に繋がる。また、そうした思い、価値は、今 

後、ますます、厳しくなる学校現場で、必ず勇気づけ、助けてくれる 
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「力」になると、お伝えさせていただきました。 

また、教育委員会事務局についても、先の３月定例会に報告させてい

ただいたように異動があり、新しいメンバーとともに一年間よろしくお

願いいたします。それでは、私の報告の前に、４月の異動で事務局職員

が変わっておりますので、教育部長から事務局職員の紹介をお願いいた

します。 

　教 育 部 長　　本年４月１日付けの人事異動に伴い、新たに当教育委員会の定例会へ 

出席することとなりました職員を、紹介させていただきます。 

　　　　　　　　　（教育委員会事務局異動者あいさつ） 

教　　育　　長　　それでは、続きまして、私からの報告をさせていただきます。 

　　　　　　　　　本日の報告は２件でございます。 

　令和８年４月報告事項とあります資料をご覧ください。 

（資料に基づき説明） 

　教　　育　　長    ・愛日地方教育事務協議会 

　　　　　　　　　　・第３６回東海北陸都市教育長協議会定期総会並びに研究大会 

　　　　　　　　　　　令和８年度金沢大会 

教　　育　　長　　次に、教育長の現場訪問とあります資料をご覧ください。 

　　　　　　　　　【パワーポイントに基づき説明】 

　　　　　　　　　・尾張旭市の文化財視察 

教　　育　　長　　それでは、次第の２「前回会議録の承認について」に入ります。各委

員は、３月定例会会議録について、訂正等がありましたらお願いいたし

ます。 

　　　　　　　　　　（無しの声） 

　　　　　　　　　　無いようですので、３月定例会会議録は原案どおり承認します。会議

録承認の署名を行う委員は鈴木委員を指名しておりますので、後ほどお

願いいたします。 

　　　　　　　　　　次に、次第の３「報告」に入ります。 

それでは、事務局から報告をお願いいたします。 
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管理指導主事      （資料に基づき説明） 

　　　　　　　　　　・４月校長会議等について 

教　　育　　長　　１年生の給食が始まり、担任だけではなく、色々な方がサポートする

と思いますが、どのようにサポートしているのでしょうか。 

　管理指導主事　　今年度から、各小学校に教育支援教員を配置しました。その教育支援

員やスクールサポーター、四役の教員を複数人１年生の各クラスに配置

し、サポートしています。給食時間の３０分程前から手洗い指導から始ま

り、給食の準備についてなど丁寧に指導しています。また、時間を十分に

とって、食べきれないことがないように配慮しています。 

教　　育　　長　　他にご意見・ご質問はございませんか。 

近 藤 委 員　　中学生の自転車通学は認められているのでしょうか。 

管理指導主事　　旭中学校の３６３号線より南側の地区に住んでいる生徒のみが対象で、 

事前にヘルメット購入や、保険に入ることを条件とし、許可をしていま

す。 

近 藤 委 員　　今年度から始まった交通反則通告制度についての説明はしていますか。 

管理指導主事　　交通反則通告制度に関する資料に基づいた指導はしております。現在、 

制度に関する交通安全教室を行うよう調整しています。 

　近 藤 委 員　　通学で使用しなくても、遊びに行く際に自転車を使用する場合がある

ので、家庭だけではなく、学校でも小学生から自転車指導をしていかない

といけないと思います。 

管理指導主事　　小学校の低学年時に、講師を招いて交通安全の指導を行っていますの 

　　　　　　　　で、その際に自転車の乗り方の指導もしています。 

 教　　育　　長　　他にご意見・ご質問はございませんか。 

無いようですので、次の報告をお願いいたします。 

教育部次長兼教育政策課長　　　（資料に基づき説明） 

　　　　　　　　　・後援・推薦行事について 

教　　育　　長　　 ただいまの報告に対しまして、ご意見・ご質問はございませんか。 

鈴　木　委　員　　  子供と家族の未来を考えるマネー講座は、全４回で完結という意味で
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しょうか。それとも４日間同じものが配信されるのでしょうか。 

教育部次長兼教育政策課長　　  こちらはオンラインで、それぞれ同じ内容で４回開催されるというも

のです。 

市　野　委　員　　  後援・推薦行事について、許可をするしないは、どのように判断され

ているのでしょうか。 

教育部次長兼教育政策課長　　 「尾張旭市教育委員会の後援及び推薦に関する要綱」に許可基準が規

定されています。この基準に基づき判断しています。子供と家族の未来

を考えるマネー講座については、過去にも後援した実績があり、また、

全国の教育委員会からも許可を受けている団体です。特に問題がないと

判断し、許可しています。 

近　藤　委　員　   参加された方にアンケートなどをとって評価しているようなことは

していますか。 

教育部次長兼教育政策課長　　  許可を出した団体からは、結果報告書が提出されますので、その内容

は確認していますが、教育委員会において、参加された方にアンケート

をとるようなことはしていません。 

なお、報道やホームページ等の情報は気にするようにはしています。 

近　藤　委　員　　 教育委員会が後援・推薦をしていると、その団体を信じてしまう人が

多いと思いますので、良くない情報が入ったら、以降後援しないなどの

措置をとっていただければと思います。 

教　　育　　長　　 他にご意見・ご質問はございませんか。　 

                   （無しの声） 

　　　　　　　　　 無いようですので、次の報告をお願いいたします。 

指 導 主 事　　 （資料に基づき説明） 

　　　　　　　　　・令和８年度　学校別児童・生徒・学級数について 

　　　　　　　　　・令和８年度尾張旭市立小中学校主任・主事の任命について 

教　　育　　長　　 ただいまの報告に対しまして、ご意見・ご質問はございませんか。 

戸　原　委　員　　 渋川小学校の２年生のクラスが１年生の時から引き続き１クラスで運 

営されていると思います。昨年の１年を振り返って、懸念点や問題点等
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があれば教えてください。 

指　導　主　事　　 昨年度から１学級ということで、学年が上がる時にクラスを分ける 

　　　　　　　　 ことができないので、人間関係の部分が懸念点にはなっていましたが、

個々の交流は進みました。担任を中心に１つのクラスでがんばっていこ

うねという指導をしていましたので、大きな問題は特にありませんでし

た。 

市　野　委　員　　  区分欄の実学級と県基準学級の違いを教えてください。 

指　導　主　事　　  国が１クラス３５人の少人数学級を進めています。小学校について

は、すべての学年で１クラス３５人を超えると２クラスになります。中

学校については、愛知県が先行実施しているので、第２学年までは３５

人学級としています。本来であれば４０人なので、県基準学級は４０人

の計算となっています。実学級は３５人を切った場合の学級数です。中

学校３年生は県の基準の４０人学級となっています。 

市　野　委　員　　 １学級の人数に幅が出てしまうと思います。旭丘小学校のように１学

級あたりの人数が３２人は大変かと思います。小学校１年生の１学級あ

たりの人数を減らすことはできないのでしょうか。 

指　導　主　事　　 小学校１年生の人数が多ければ大変ですが、各学級の人数上限を市町

村で変えることはできませんので、県の指針に基づいて３５人のライン

で運用しています。 

教　　育　　長　　  低学年の指導に対する本市独自の対応があれば教えてください。 

指　導　主　事　　  学校教育支援教員が各校に１人ずつ配置されています。また、学校の

管理職が入って指導も行っています。 

近　藤　委　員　　　児童数が減ってきていますが、来年、再来年も減る予定ですか。 

　　　　　　　　　また、旭丘小学校はものすごく減少していますが、何か原因があるので

しょうか。 

指　導　主　事　　　全体から見て児童が減ってきているのは、学齢簿による統計から見て

も減少していると思います。ただ小学校によっては増えている学校もあ

ります。旭丘小学校については特別な理由はなく、その学年が少なくな



 
 

№6

っているのではないかと思います。 

教　　育　　長　　　年齢別人口からみた学校別・児童生徒数とクラス数について、定例教

育委員会での報告はいつ頃になりますか。 

教育部次長兼教育政策課長　　　６月定例会において、報告させていただく予定です。 

市　野　委　員　　　保健主事の役割と主任養護教諭の役割をそれぞれ教えてください。 

指　導　主　事　　　保健主事は各学校の保健関係をまとめています。主任養護教諭は市内

に１名配置しており、養護教諭は各学校に１名ずついます。 

教　　育　　長　　　他にご意見・ご質問はございませんか。 

　　　　　　　　　 （無しの声） 

　　　　　　　　　　無いようですので、次の報告をお願いいたします。 

学校給 食センタ ー所長　　　（資料に基づき説明） 

　　　　　　　　　　・令和８年度当初アレルギー対応給食提供者数について 

　　　　　　　　　　・あさぴー食堂について 

教　　育　　長　　　あさぴー食堂については、参加したことがあり、親御さんはとても感

謝してみえました。給食をきっかけに、外に出られない子どもが外に出

ることができて、給食を食べることができてとてもありがたかったとい

う話をされていました。 

　　　　　　　　　　ただいまの報告に対しまして、ご意見・ご質問はございませんか。 

鈴　木　委　員　　　定員が１０組程度で、実績報告でも１０組でしたが、希望者が多くて

抽選をしてでの１０組だったのでしょうか。今後、希望者が多かった場

合は定員を増やしていくことはあるのでしょうか。 

学校給 食センタ ー所長　　　試行期間では希望した１０組全員に参加してもらっています。配膳を

含めた給食の提供を行っているため、運用としては、１０組２０名が限

度かと思います。 

市　野　委　員　　　試行的に運用しただけで、これだけ人数が集まるのであれば、本格的

に運用すればもっと人数が増えるのではないかと思います。これからは

人数が増えた場合、どのように運用されていく予定でしょうか。 

学校給 食センタ ー所長　　　あさぴー食堂の目的は、学校という社会に子どもたちをつなげること
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です。学校の先生方と運用方法を相談しながら、人数を増やす運用では

なく、持続化できるような運用を行いたいと考えております。 

教　　育　　長　　　本巣市に視察に行っていただいた時は、参加人数が少なかったとのこ

とで、本市の開催でも不安はありましたが、これだけ人数が集まりまし

た。本来は、学校に行って給食を食べることが良いのですが、様々な理

由で外に出られない子どもたちを学校とつなげられるのは良いことか

と思います。 

　 この件で、他市からの反響や問い合わせはありますか。 

学校給食 センタ ー所長　　　５月には特産物相互取扱協定を結んでいる、大阪の泉佐野市からの視

察予定があります。 

鈴　木　委　員　　　他市等での開催では、参加人数が少ないようですが、尾張旭市の人数

が多いのは、広報活動など何か行ったのでしょうか。 

学校給食 センタ ー所長　　　小中学校へ配信を行っています。参加された半数がリピーターの方で、

また来月もあさぴー食堂を予定していますという声かけで次回も参加

してくださる方が多くみえます。 

鈴　木　委　員　　　参加している子たちは、どのような交通手段であさぴー食堂に参加し

ているのですか。 

学校給食 センタ ー所長　　　あさぴーバスや保護者の送迎で通っています。 

教　　育　　長　　  他にご意見・ご質問はございませんか。 

　　　　　　　　　 （無しの声） 

                    無いようですので、次の報告をお願いいたします。 

生涯学習課長　　 （資料に基づき説明） 

　　　　　　　　　・第３１回尾張旭市生涯学習フェスティバル実施結果について 

　　　　　　　　　・社会教育関連団体への新たな支援措置について 

教　　育　　長　　  ただいまの報告に対しまして、ご意見・ご質問はございませんか。 

戸　原　委　員　　  社会教育関連団体の登録要件を緩和するということで、イの提出資料

の簡略化の決算書予算書を省くことが入っているのはどうしてでしょ

うか。 
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生涯学習課長　　　収支決算書・予算書などの書類を作成することが団体の高齢化により

難しくなっていると聞いています。半額減免制度がなくなり、お金の確

認をする必要がなくなったので決算書などの書類を出さなくてよくな

りました。 

教　　育　　長　　　他にご意見・ご質問はございませんか。 

　　　　　　　　　　（無しの声） 

　　　　　　　　　　無いようですので、報告については終了いたします。 

　　　　　　　　　　次に、次第の５「その他」に入ります。事務局からお願いいたします。 

教育部次長兼教育政策課長　　  （次回定例会日程について連絡） 

教　　育　　長　　　それでは、これをもちまして、４月定例教育委員会を閉会いたします。　　　　　　　　　　

　　　　　　　　 

　　　　　　　　　閉　　会　　　　　　午後３時０９分 

 

　　　　　　　　　　　　 

教育長　 

 

　　　　　　　　　　　　委　員　 

 



５月定例教育委員会報告 

５月定例教育委員会の報告事項について 

前定例会から本定例会に至るまでの教育委員会の所掌事務について、尾張旭

市教育委員会事務委任規則第４条の規定により、裏面のとおり報告する。 

令和８年５月２０日提出 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾張旭市教育委員会　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　三　浦　　　明 



  報告事項一覧 

 
機　　関　　等 件　　　　　　　名

 

教 育 部 長

 

 

 

 

管 理 指 導 主 事

１　５月校長会議等について 

 

 

 

教 育 政 策 課

１　後援・推薦行事について 

２　情報公開請求について 

 

 

学 校 教 育 課

１　令和７年度尾張旭市立小中学校不登校傾向児童生徒年度

別・月別推移について 

２　令和７年度中学校卒業生進路状況について 

３　令和８年度学校訪問の実施について 

４　令和８年度学校運営協議会委員の任命について 

５　小学校金管クラブの地域クラブへの移行について 

６　中学校休日地域クラブ活動の実施について
 

学校給食センター

 

 

 

 

生 涯 学 習 課

１　令和７年度天体観測室の利用状況について 

２　令和７年度少年少女発明クラブの開催状況について 

３　令和７年度公民館の利用状況について 

４　令和７年度公民館講座等の実施状況について 

５　令和７年度どうだん亭利用状況について 

６　令和７年度文化会館利用状況について
 

図 書 館

 

 

 

 

全　　　　　課

 

 

 



管理指導主事　１

１　５月校長会議等について 

 

１　５月校長会議 

　⑴　教育長 

　　〇　ゴールデンウィーク明けの留意点 

　　○　学校マネジメント 

　　　・　ブレーキをうまく使う 

　　　・　失敗は、成長する、成長させる材料 

 

⑵　教育部長 

○　サイバー攻撃に注意喚起 

〇　シティプロモーション戦略の推進に係る情報発信の強化 

○　今後の取組、行事等について 

 

　⑶　管理指導主事 

　　○　危機管理について 

○　文書・帳簿等について 

○　教職員の不祥事根絶に向けて 

 

 

２　学校の様子 

○　民間プールを活用した水泳授業が始まる。１学期実施の小学校で、熱中症の心

配から昨年度より開始日が早まり、４月２７日（月）から始まっている。、今後、

１１月上旬まで実施の予定である。 

○　本市では、５月２１日（月）より、市教育委員会・愛日地方教育事務協議会の

学校訪問が行われている。前期に６校、後期に５校の実施予定となっている。 

　　東栄小学校は１１月１８日（水）に愛日教育事務協議会の研究発表がある。 

○　今年度はアジア・アジアパラ大会があるため、中学校の修学旅行と野外活動は、

それぞれ、５月下旬から６月上旬にかけて実施される。
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１　後援・推薦行事について 

 
 

No
区

分
催 物 名 会 場 実施日 行事概要・趣旨

申請団体名

等

 

1
後

援

第３７回愛知

県尾東音楽コ

ンクール

瀬戸市

文化セ

ンター

（文化

ホー

ル）

令和８年８月８日

（土）、８月９日

（日）

音楽を通して地域の文

化的発展を図るととも

に、健全で豊かな情緒

と音楽水準の向上を目

指すことを目的としコ

ンクールを実施する。

瀬戸音楽協

会 

会長 

伊藤　定一

 

2
後

援

第１７回「は

たらく人にあ

りがとう」メ

ッセージ募集

－

令和８年７月１日

（水）から９月３０

日（水）まで

働いている人（父母、

職場の上司や同僚・部

下など）、働いてきた

人への感謝の気持ちを

込めたメッセージを募

集する。

東海労働金

庫　瀬戸支

店　 

支店長 

山本　さお

り

 

3
後

援

児童精神科医

師の講演会 

子どもをめぐ

るゲーム・ス

マホの世界～

幼少期からの

付き合い方～

尾張旭

市渋川

福祉セ

ンター　

２階く

すのき

ホール

令和８年６月２０日

（土）

家庭内でデジタルデバ

イスの使い方について

考えることを目的と

し、講演会を実施す

る。

NPO法人ル

カ子ども発

達支援ルー

ム　 

代表理事 

小野　真樹

 

4
後

援

朝日新聞「親

子で作文＆時

事ノート教

室」

長久手

市公民

館　研

修室

令和８年７月５日

（日）

これからの社会で求め

られる「読解力」「情

報処理力」「表現力」

の３つの力を鍛えるた

めに、実際に新聞を活

用しながら作文や記事

のスクラップに親子で

取り組んでもらうこと

を目的に開催する。

株式会社朝

日新聞社　

名古屋本社　

販売部長 

芦澤　宣彦

令和８年度受付分
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5
後

援

第２回　夏休

み！ふれあい

昆虫ランド

星ケ丘

三越　

８階催

物会場

令和８年７月２９日

（水）から８月１７

日（月）

都市部では見ることが

できなくなったカブト

ムシやクワガタムシを

身近に観察しふれあう

ことで、青少年の心身

健全な育成を目的とす

る。

名古屋テレ

ビ放送株式

会社　 

代表取締役

社長 

清水　伸司

 

6
後

援

特別支援教育

講演会

スカイ

ワード

あさひ

令和８年６月１３日

（土）

特徴のある児童の知能

検査結果からの学習支

援や進路にスポットを

当て、同様な悩みを持

つ保護者、支援者等関

係者と集い、共に考え

学ぶ場とすることを目

的に講演会を実施す

る。

株式会社コ

アスリー　 

代表取締役 

大谷　明典

 

7
後

援

尾張旭陸上教

室

尾張旭

市南グ

ランド

令和８年４月２９日

（祝）

陸上競技の普及と尾張

旭市のスポーツ振興に

寄与するため、小中学

生を対象にした陸上教

室を開催する。

尾張旭市陸

上競技協会　

会長 

井上　克俊

 

8
後

援

キッズマネー

スクール 

おみせやさん

ごっこ　はら

たくってな～

に？

スカイ

ワード

あさひ

令和８年６月２７日

（土）

お金の歴史や、外国の

お金について学び、お

みせやさんごっこを通

じて働くことの大変さ

や喜びを知ることを目

的とする。

パパママキ

ャンパス　 

代表 

加藤　伸之
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許可件数１２件（後援１２件） 

新規団体は、番号に下線。

 

9
後

援

志多ら瀬戸公

演　つながる

和太鼓「おも

やひ」

瀬戸市

文化セ

ンター

令和８年８月３０日

（日）

瀬戸市及び瀬戸市近隣

地域の和太鼓を中心と

した伝統文化の普及を

目指すことを目的とす

る。

瀬戸市和太

鼓連盟　 

会長 

水野　忠治

 

10
後

援

はじめてのお

んがくかい～

夏～

尾張旭

市渋川

福祉セ

ンター　

和室

令和８年６月６日

（土）

幼少期にプロによる生

の音楽に触れること

で、心を育み、教育力

の向上が図られること

を目的に開催する。

ＫＡＺＯＣ

ＬＡ・ＡＳ

ＡＨＩ　 

代表 

岡　里歌子

 

11
後

援

サッカー体験

会

尾張旭

市東栄

公園

令和８年５月１５日

（金）、５月２２日

（金）、５月２９日

（金）、６月５日

（金）

サッカーをしたことの

ない子どもや、運動に

苦手意識がある子ども

たちがサッカーの体験

に参加することで、ス

ポーツの楽しさを味わ

い、今後の選択肢を広

げるために開催する。

リベルタサ

ッカースク

ール　 

担当指導員 

上田　健太

 

12
後

援

Ballet 

Imagination 

２０２６

名東文

化小劇

場

令和８年７月２９日

(水)

バレエ公演を実施し、

地域における芸術文化

振興に貢献することを

目的とする。

佐野和美バ

レエアカデ

ミー　 

代表 

佐野　和美
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２　情報公開請求について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 請求年月日 令和８年４月１７日

 請 求 区 分 公文書公開請求書

 
請 求 内 容

令和７年度３月分の「在校時間状況記録一覧表」（市内１２校分） 

 決定年月日 令和８年４月２３日

 開 示 区 分 一部公開

 
開示文書名

令和７年度３月分の「在校時間状況記録一覧表」（市内１２校分） 

 担 当 部 署 学校教育課

 

備 考

１　非公開とした部分 

　  在校時間状況記録一覧の対応等に関する部分 

２　非公開理由 

　　尾張旭市情報公開条例第７条第１号に該当 

　　個人に関する情報であり、公にすることにより、プライバシーを中

心とする個人の権利利益を害するおそれがあるため。 



 性　別  ４　月  ５　月  ６　月  ７　月  ８　月  ９　月  １０月  １１月  １２月  １　月  ２　月  ３　月

 男　子 25 35 41 38 － 45 50 47 47 48 59 56

 女　子 28 34 41 39 － 47 50 48 49 50 56 50

 小　計 53 69 82 77 － 92 100 95 96 98 115 106

 男　子 32 41 49 44 － 54 54 54 53 57 61 59

 女　子 44 52 66 62 － 68 75 76 82 82 84 86

 小　計 76 93 115 106 － 122 129 130 135 139 145 145

129 162 197 183 － 214 229 225 231 237 260 251

115 153 162 157 － 185 200 201 200 213 235 155

108 142 170 153 － 193 206 214 199 228 249 169

86 111 145 123 － 161 169 180 182 194 212 148

81 97 122 114 － 131 144 153 150 155 157 116

尾張旭市としては、令和７年度から不登校傾向のある児童・生徒を把握している。

（２）年間３０日以上の欠席者数

学校種

小学校 120

中学校 155

小学校 148

中学校 160

小学校 118

中学校 162

小学校 95

中学校 137

小学校 55

中学校 119

年間３０日以上の欠席者は、文部科学省調査に則った

数値である。

１ 令和７年度尾張旭市立小中学校不登校傾向児童生徒年度別・月別推移について

（１）不登校傾向者数（令和６年度までは、月７日以上の欠席者数）

学　校　別

合　　　　　　　計

令和６年度

令和５年度

令和４年度

令和３年度

年度 合計

令
和
７
年
度

小学校

中学校

令和７年度 275

令和６年度 308

令和５年度 280

令和４年度 232

令和３年度 174 46 55
95 118

148 120
96

119

137
162

160
155

0

50

100

150

200

250

300

350

R2 R3 R4 R5 R6 R7

30日以上欠席者数

小学校 中学校

0
50

100
150
200
250

300

 ４　月  ５　月  ６　月  ７　月  ９　月  １０月  １１月  １２月  １　月  ２　月  ３　月

令和７年度　月別不登校不登校者数の推移

小学校 中学校 計

学校教育課　１



１　卒業者数
　　　　　     人

２　高等学校等進学者数　※県外含む　

全
日
制

238人 91.5% 245人 83.3% 188人 89.5% 671人 87.8% -25人 -2.7%

定
時
制

3人 1.2% 2人 0.7% 0人 0.0% 5人 0.7% 0人 0.0%

通
信
制

14人 5.4% 30人 10.2% 17人 8.1% 61人 8.0% 13人 1.7%

３　高等専門学校進学者数　※県外含む

0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0% 0人 0.0%

４　特別支援学校高等部進学者数　※県外含む

2人 0.8% 5人 1.7% 2人 1.0% 9人 1.2% 2人 0.3%

５　専修学校、各種学校進学者数
人：％

1人 0.4% 7人 2.4% 2人 1.0% 10人 1.3% 2人 0.3%

６　就職者数
人：％

0人 0.0% 3人 1.0% 0人 0.0% 3人 0.4% 2人 0.3%

７　上記以外のもの（家事従事　等　再掲可）
人：％

2人 0.8% 2人 0.7% 1人 0.5% 5人 0.7% 1人 0.1%

[注]　表内割合は、卒業者数に対する割合 「％」　（小数点以下１桁）

[注]　前年比は令和６年度との比較

２　令和７年度中学校卒業生進路状況について

　　　　　　　　  尾張旭市教育委員会

旭　中　学　校 東　中　学　校 西　中　学　校 合　　計 前年度比

260人 294人 210人 764人 -5人

旭　中　学　校 東　中　学　校 西　中　学　校 合　　計 前年度比

旭　中　学　校 東　中　学　校 西　中　学　校 合　　計 前年度比

旭　中　学　校 東　中　学　校 西　中　学　校 合　　計 前年度比

旭　中　学　校 東　中　学　校 西　中　学　校 合　　計 前年度比

旭　中　学　校 東　中　学　校 西　中　学　校 合　　計 前年度比

旭　中　学　校 東　中　学　校 西　中　学　校 合　　計 前年度比
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学校教育課　３

３　令和８年度学校訪問の実施について 

 

１  目的 

⑴　小・中学校教育計画の実施状況を把握し、指導助言等する。 

⑵　学校施設や備品の使用状況について把握し、事業や整備の計画に生かす。 

２　実施期間 

　　５月から６月　及び　９月から１１月 

３　日時（詳細） 

⑴　城山小（市）　　　５月２１日（木）午前　９時３０分から午後０時１５分 

⑵　渋川小（愛日）　　５月２５日（月）午前１０時００分から午後４時００分 

　⑶　本地原小（市）　　　６月　４日（木）午前　９時３０分から午後０時１５分 

⑷　旭　小（愛日）　　６月　８日（月）午前１０時００分から午後４時００分 

⑸　旭　中（市）　　　６月１１日（木）午前　９時３０分から午後０時１５分 

⑹　旭丘小（市）　　　６月１８日（木）午前　９時３０分から午後０時１５分 

⑺　白鳳小（市）　　  ９月１０日（木）午前　９時３０分から午後０時１５分 

⑻　西　中（市）　　１０月　１日（木）午前　９時３０分から午後０時１５分 

⑼　瑞鳳小（愛日）　１０月　８日（木）午前１０時００分から午後４時００分 

⑽　三郷小（愛日）　１０月２９日（木）午前１０時００分から午後４時００分 

⑾　東　中（愛日）　１１月　５日（木）午前１０時００分から午後４時００分 

⑿　東栄小（愛日地方教育事務協議会研究）※愛日学校訪問を兼ねる 

１１月１８日（水）午前１０時００分から午後４時００分 

４　参観方法 

該当校校長等の案内により公開授業参観



  ４　令和８年度学校運営協議会委員の任命について
学校名 氏名 所属・役職等 備考

岡田　敏彦 連合自治会長 再任

若杉　佳代 地域代表 再任

酒井　練一 地域代表 再任

三浦　義文 校区社会福祉推進協議会会長 再任

妹尾　真己 中部児童館・旭児童クラブ館長 新任

山本　栄里子 中部保育園園長 再任

高畠　祐基 ＰＴＡ会長 新任

佐野　克子 ＰＴＡ副会長 新任

岩下　徹 校長 再任

杉浦　由美 教頭 再任

鈴木　由季子 教務主任 新任

柘植　謙吾 校務主任 再任

川村　竹治 連合自治会長 再任

谷口　和成 校区社会福祉推進協議会会長 新任

長岡　啓一 校区社会福祉推進協議会副会長 再任

瀬川　正隆 スクールガード 再任

豊田　久美子 民生委員主任児童委員 再任

毛利　俊英 ＰＴＡ会長 新任

加藤　真伊子 保護者代表 新任

中島　学路 校長 再任

鈴木　知子 教頭 再任

林　建 教務主任 再任

三浦　大輔 校務主任 再任

田中　光美 連合自治会顧問・スクールガード 再任

太田　光輝 連合自治会長、後援会会長 再任

塚本　恭久 校区社会福祉推進協議会会長 再任

梅本　加奈子 主任児童委員、元学校評議員 再任

横地　由美子 民生児童委員 再任

西野　裕之 ＰＴＡ会長 再任

釜坂　智代 ＰＴＡ家庭教育委員 新任

羽原　芳弘 交通指導員 新任

松田　治仁 渋川公民館主事 新任

瀬頭　力樹 渋川公民館館長 新任

柴田　麻里子 元県小中学校PTA連絡協議会副会長 再任

水谷　茂樹 校長 再任

森　崇記 教頭 再任

外山　直生 連合自治会長 再任

伊藤　純 連合自治会副会長 再任

勝木　昭彦 連合自治会専任自主防災委員会副本部長 新任

三治　敦司 連合自治会専任自主防犯交通委員会副本部長 再任

福冨　朋美 連合自治会環境美化まちづくり委員会副本部長 再任

小島　弘丈 ＰＴＡ会長 新任

吉野　康太 ＰＴＡ副会長 新任

加藤　守松 本地原小同窓会長 新任

加藤　しょうこ 本地ケ原児童館長 新任

中村　弥生 本地ケ原保育園長 新任

平山　惠美子 民生児童委員会長 再任

佐藤　信男 校区社会福祉推進協議会会長 再任

藤田　智久 前ＰＴＡ会長 再任

横山　篤 校長 再任

松原　幸平 教頭 再任

旭小学校

東栄小学校

渋川小学校

本地原小学校
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学校名 氏名 所属・役職等 備考

若杉　荘二 連合自治会長 新任

若杉　昌紀 校区社会福祉推進協議会会長 新任

三嶋　麻里子 ＰＴＡ会長 新任

若杉　雅康 元学校評議員 再任

井上　一美 元学校評議員 再任

坂下　礼子 元学校評議員 再任

有賀　哉江 茅池保育園長 再任

上田　雅世 あさひおっきい保育園長 再任

水野　寿美代 あおぞら学童理事長 再任

日比野　千穂 平子児童館長 再任

高井　良二 校区民生委員児童委員協議会会長 新任

野田　恵美 校長 再任

杉野　智昭 教頭 再任

森　和雄 連合自治会長 再任

水野　実 連合自治会副会長 再任

野村　治 校区社会福祉推進協議会会長 再任

竹内　文人 東春暁幼稚園長 新任

塚本　美鈴 校区民生委員代表 再任

岩本　裕之 連合自治会監事、元中学校長 再任

橋本　智之 ＰＴＡ会長 新任

八木　佳美 白鳳児童館長 新任

清水　まさみ 主任児童委員 再任

齋塲　絢子 ＰＴＡ副会長 再任

岩崎　広介 はくほう学童クラブ代表 再任

伊藤　和由 校長 新任

上田　真也 教頭 新任

尾崎　千苗 教務主任 再任

笠野　純平 ＰＴＡ会長 新任

中野　衣理 川南保育園長 新任

加藤　肇 地域連携教育推進委員長 再任

中道　晶乃 主任児童委員 再任

山本　旭康 おやじの会会長 再任

江上　麻弥 連合自治会　書記 再任

青山　直史 瑞鳳発展会会長 再任

速水　さとみ みらい子育てネット瑞鳳会長 新任

加藤　守松 校区社会福祉推進協議会会長 再任

増田　好泰 連合自治会長 新任

加藤　武章 校長 再任

纐纈　剛 教頭 再任

城山小学校

白鳳小学校

瑞鳳小学校
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学校名 氏名 所属・役職等 備考

水摩　憲生 連合自治会長 再任

片渕　卓三 連合自治副会長 新任

加藤　晴明 児童育成推進委員会会長 再任

勝田　善三 児童育成推進委員会副会長 再任

福嶋　喜美子 連合自治会健康スポーツ委員会副会長 再任

森　喜美 校区社会福祉推進協議会会長 再任

日比野　みき子 がおっきークラブ 再任

植村　秀子 交通指導員 再任

水野　寿美代 ＮＰＯ法人ふぁんふぁん理事長 再任

栗田　雅子 旭丘児童館長 再任

德増　磨美 あたご保育園長 再任

横山　肇 主任児童委員 新任

福井　あずさ ＰＴＡ会長 新任

柴田　由喜 校長 再任

秋田　繕成 教頭 再任

大竹　巧 連合自治会長 新任

青井　信明 校区社会福祉推進協議会会長 再任

森　繁美 元校区社会福祉推進協議会会長 再任

山田　麻記子 元学校評議員、元ＰＴＡ執行部 再任

庭野　正行 元学校評議員、元連合自治会長 再任

山田　英津子 民生委員、主任児童委員 再任

森岡　雅裕 元角田東三郷町内会長 再任

大竹　篤史 ＰＴＡ会長 再任

加藤　政代 ＰＴＡ副会長、母親代表 新任

松田　誉章 ＰＴＡ副会長、だんご会会長 新任

牧田　達夫 元ＰＴＡ会長 再任

伊豆原　浩二 元連合自治会長 再任

柳生　勝也 元ＰＴＡ会長 再任

水野　夏子 校長 新任

二瓶　信 教頭 再任

三浦　義文 青少年健全育成推進会議旭中学校区支部委員 新任

小坂　睦美 民生委員・主任児童委員 新任

嶋津　敦 元ＰＴＡ会長 再任

谷口　武司 市議会議員 再任

伊藤　純 本地ケ原連合自治会副会長 新任

三浦　勝之 ＰＴＡ会長 新任

永江　玲子 ＰＴＡ家庭教育委員 新任

二村　尚文 校長 再任

此下　布三枝 教頭 再任

加藤　久美子 教務主任 再任

一瀬　健人 校務主任 再任

旭丘小学校

三郷小学校

旭中学校
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学校名 氏名 所属・役職等 備考

酒井　理子 ＰＴＡ会長 新任

竹田　幸子 ＰＴＡ副会長 新任

長谷川　裕 大和荘長 再任

北川　惠子 保護司 再任

吉田　慶子 元学校評議員 再任

山田　英津子 主任児童委員 再任

須嵜　素夫 青少年健全育成推進会議東中学校区支部長 再任

山本　哲 青少年健全育成推進会議東中学校区副支部長 再任

宮藤　由佳 藤池児童館長 再任

島村　扶美子 三郷児童館長 再任

龍尾　和子 校長 新任

宮田　智行 教頭 再任

吉田　明弘 主幹教諭 新任

山本　佳子 教務主任 再任

里澤　聡洋 校務主任 再任

田中　光美 青少年健全育成推進会議西中学校区支部長 新任

森　和雄 連合自治会長、後援会会長 再任

三浦　雅子 瀬戸保護区保護司 再任

塚本　美鈴 民生委員 新任

弘島　朋子 ＰＴＡ会長 新任

利岡　茜 ＰＴＡ副会長 新任

浅見　行則 同窓会会長 再任

伊藤　彰浩 校長 再任

井上　千景 教頭 再任

東中学校

西中学校

（参考）
○尾張旭市学校運営協議会規則

(委員の任命)
第8条 協議会の委員(以下「委員」という。)は、15人以内とし、次に掲げる者のうちから、
教育委員会が任命する。
(1) 対象学校に在籍する児童生徒の保護者
(2) 対象学校の所在する地域の住民
(3) 対象学校の運営に資する活動を行う者
(4) 対象学校の校長その他の教職員
(5) 学識経験者
(6) 前各号に掲げる者のほか、教育委員会が適当と認める者
2 教育委員会は、対象学校の校長から申出があったときは、前項の委員の任命について、
当該対象学校の校長から意見を聴取するものとする。
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学校教育課　８

５　小学校金管クラブの地域クラブへの移行について 

　 

　小学校金管クラブの活動は、令和６年度からの３年間の移行期間を経て、令和

８年度１１月をもって終了し、受け入れ先がある場合は「地域クラブ」による活

動へと移行します。 

 

1　現状までの課題 

小学校における部活動は、文部科学省の定める学習指導要領では課外活

動の一環として扱われており、教育課程には含まれない。そのため、小学校

の部活動を学校教育から切り離し、地域クラブ活動に移行する必要があっ

た。 
 

２　地域クラブ移行の必要性 

こうした状況を改善するため、令和６年度から３年間の移行期間を設け、

小学校の部活動を地域クラブに移行する取り組みを開始した。 
地域クラブへの移行により、子どもたちには専門的な指導を提供できる

ほか、教員の負担が軽減されるとともに、地域住民が活動に参画することで

地域活性化への貢献も期待している。 
 

３　移行計画 

３年間の移行期間中に以下のステップを行った。 

令和６年度：学校教育課が担当となり、音楽指導者や補助者を教員以外が

行い、教員の業務から切り離した。 

令和７年度：地域移行の実証実験として、中央公民館での３小学校合同実

施や、土曜日実施を行った。また、校外での発表の補助につい

ても、教員の業務から切り離した。また、最終となる「市民祭」

へ小学校金管クラブ活動として参加した。 

令和８年度：活動を１１月中旬までとし、来年度からの地域クラブ立ち上 

　　　　　　げ希望者を対象に連絡会議を行う。 

 

４　現在の状況 

 令和８年度の金管クラブの募集を行い、令和８年４月２４日時点で９０

名の応募があり、音楽指導者８名補助者３名で、複数校を兼務する形で全校

で実施。活動場所については、現在は各小学校教室を使用し、楽器も学校の

ものを使用。保護者や地域の方へは、地域移行になることを、令和６年２月

から周知している。 
 

５　今後の地域クラブでの活動について 

　実施場所については、公共施設等を使用する。また、楽器については、各地域

クラブで準備する。 

　各種イベントの参加などを通し、幅広く活躍の場や交流の場を実現していく。



学校教育課　９

６　中学校休日地域クラブ活動の実施について 
 
  令和８年１月定例会において、可決されました「今後の中学校休日部活動の考え方の

見直しについて」に基づき、指導の体制など、各種調整を行い、令和８年９月から、以
下のとおり、中学校休日地域クラブ活動を実施します。 

   
１ 地域クラブの運営主体 
  市教育委員会事務局（学校教育課） 
 
２ 指導の体制 
  実証実験で得たノウハウを取り入れ、当初は、安全安心、適正な指導、円滑な活動な

ど踏まえ、部活動の指導に携わっている教職員や外部講師を中心に、指導の体制を構築
しました。 

指導者は、安全面等を考慮し原則２名以上配置し、報酬については、現在の部活動外
部講師派遣費用を参考に、時給２，０００円とします。上限は１日あたり８，０００円
とします。なお、安定的に指導者が確保できるように、地域や各種団体、民間企業など
の連携のうえ、引き続き、指導員の確保を図っていきます。 

 
３ 地域クラブの活動種目 
  継続的な活動とするため、指導者が３名以上登録された体制９種目について、活動種

目としました。（下表のとおり） 
  なお、原則、１種目１クラブとしますが、参加者数が多い場合などは、学校単位数を

上限とするなど、柔軟に対応します。 

   
【参考】令和８年度当初の中学校の部活動実施状況（△は新入生の募集を停止中） 

  指導の体制が構築できなかった種目については、引き続き、指導員の確保を図ってい
きます。また、生徒が希望する新たな種目の展開についても、検討していきます。 

 

種目

軟
式
野
球

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

（
男
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

（
女
）

剣
道

卓
球

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
女
）

吹
奏
楽

 指導者登録数 7 3 5 4 4 7 3 3 8

 

種
目

軟
式
野
球

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
女
）

剣
道

卓
球

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
女
）

吹
奏
楽

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

サ
ッ
カ
ー

陸
上
競
技

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
男
）

弓
道

駅
伝
　
※
期
間
限
定
活
動

美
術
　
※
平
日
の
み

筝
曲
　
※
平
日
の
み

パ
ソ
コ
ン
　
※
平
日
の
み

 旭中 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● - - - ● - - -
 東中 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● △ - ● ● ● ● △

 西中 ● ● ● △ △ - △ ● ● △ ● △ ● - - - - -



学校教育課　１０

４ 参加費用 
地域クラブ活動を安定的かつ継続的に運営していくためには、指導者の報酬をはじめ、

保険料や運営管理を行うためのシステム費用など、運営経費が必要となります。 
地域クラブ活動の運営については、今後、地域の多様な主体が運営主体となることを

想定しています。 
このため、活動に係る運営経費については、原則、受益者に負担していただくことと

し、国が示す参加費等の金額の目安を踏まえつつ、国、県及び市からの公費負担と受益
者負担を考慮し、参加負担額を月額３，０００円とします。（ただし、各種目ごとに必
要となる備品などの費用は含みません。） 

 【事業費の内訳（参加者一人当たりの必要経費／月）】 
 
 
 
 
 

 
なお、経済的困窮世帯には、支援を行います。就学援助対象世帯のうち、生活保護世

帯は、全額、その他の世帯は、２，０００円支援します。 
 
５ 参加者の募集 

５月下旬から６月上旬を目途に募集を行います。募集方法については、学校連絡アプ
リＨ＆Ｓなどを使用するなどし、周知案内を図ります。 

 
６ 活動場所・日時 
  活動場所は、中学校の学校施設とし、活動時間は、休日（土・日曜日、祝日）の午前、

若しくは午後の３時間とします。 
  参加者の募集の状況などを踏まえ、今後、種目ごとに、具体の活動場所・日時を指導

者とともに、調整します。 
 
７ 大会の参加 
  愛知県中小学校体育連盟の制度により、地域クラブは、部活動と同様に、支所大会か

ら参加できます。 
 
８ 予算措置 
  地域クラブの運営に係る予算については、令和８年度一般会計補正予算（６月）に計

上する予定です。 
 
９ 今後の予定 

 令和８年９月からの実施に向け、学校、指導者、参加者との調整が、円滑にできる運
営体制の整備を行います。 

また、予算措置に合わせ、先進自治体の取組を参考に、ＩＣＴシステムの活用など、
業務の委託化に係る事務に着手します。 

事務運営費（報酬費、保険料、システム費用等）

75％ 

3,000 円

25％ 

約 1,000 円



１　令和７年度天体観測室の利用状況について

７年度

６年度

増　　減

各種天体行事
R7：コズミックカレッジ、望遠鏡作製教室、月面撮影会、天体写真展
R6：コズミックカレッジ、望遠鏡作製教室、月面撮影会、親子ふれあい教室、プラネタリウム作製教室、天体写真展

親子天体教室 夜間観望会 太陽観望会 各種天体行事 計

9 4 40 49 28 1,484 158 147 7,664 4 4 70 220 183 9,258

9 5 98 48 34 1,722 151 134 6,964 6 6 115 214 179 8,899

0 ▲ 1 ▲ 58 1 ▲ 6 ▲ 238 7 13 700 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 45 6 4 359

予
定
回
数

実
施
回
数

参
加
者
数

予
定
回
数

実
施
回
数

参
加
者
数

予
定
回
数

実
施
回
数

参
加
者
数

予
定
回
数

実
施
回
数

参
加
者
数

予
定
回
数

実
施
回
数

参
加
者
数

40

1,484

7,664

70

9,258

98

1,722

6,964

115

8,899

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000
（人）

親子教室

夜間観望会

太陽観望会

各種行事

計

天体観測室利用人数

令和７年度

令和６年度

生涯学習課　1



２　令和７年度少年少女発明クラブの開催状況について

７年度

６年度

増　　減

その他イベント
マイクロビットコース、夏休み工場見学、オープンクラス（愛知県民の日連携事業）、体験講座

市内業者の協力について

1

2

3

4

5

6

7

基本コース（前期） 基本コース（後期） ステップアップコース その他イベント 計

20 30 20 20 14 13 5 4 3 4 110 134 90 155 182 126

20 30 20 20 25 20 5 8 8 4 130 154 120 175 217 168

0 0 0 0 ▲ 11 ▲ 7 0 ▲ 4 ▲ 5 0 ▲ 20 ▲ 20 ▲ 30 ▲ 20 ▲ 35 ▲ 42

事業者名 協力内容

株式会社エコペーパーJP
資機材の提供（再生紙）
令和７年度工場見学

ケーイング株式会社 資機材の提供（材木の端材）

有限会社小松園芸 寄附金（１０，０００円）

株式会社ホンジン自動車 寄附金（１０，０００円）

三浦建設有限会社 寄附金（１０，０００円）

三菱電機株式会社 令和８年度工場見学

有限会社三代川家具製作所 資機材の提供（材木の端材）

定
員

申
込
者

参
加
者
数

定
員

申
込
者

参
加
者
数

定
員

申
込
者

参
加
者
数

講
座
数

定
員

申
込
者

参
加
者
数

定
員

申
込
者

参
加
者
数

20

13

3

90

126

20

20

8

120

168

0
（人）

基本コース（前期）

基本コース（後期）

ステップアップコース

その他イベント

計

発明クラブ参加者数

令和７年度

令和６年度
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３　令和７年度公民館の利用状況について

７年度

（年計）

６年度

（年計）

７年度

（年計）

６年度

（年計）

施 設 名 中 央 三 郷 藤 池 瑞 鳳 平 子 本 地 原

内 訳 公 民 館 公 民 館 公 民 館 公 民 館 公 民 館 公 民 館

利用件数 33,562 2,340 4,396 5,722 2,758 2,695

利用者数 131,132 6,653 17,193 16,435 16,324 11,311

利用件数 33,530 2,382 4,344 5,108 2,888 2,603

利用者数 127,142 6,856 16,961 15,147 16,650 10,874

利用件数 32 ▲ 42 52 614 ▲ 130 92

利用者数 3,990 ▲ 203 232 1,288 ▲ 326 437

施 設 名 渋 川 白 鳳 旭 丘 宮 浦 公 民 館

内 訳 公 民 館 公 民 館 公 民 館 公 民 館 合 計

利用件数 6,665 3,292 4,037 3,223 68,690

利用者数 24,936 13,189 22,278 11,509 270,960

利用件数 6,255 3,253 4,237 2,879 67,479

利用者数 23,619 13,193 23,047 10,790 264,279

利用件数 410 39 ▲ 200 344 1,211

利用者数 1,317 ▲ 4 ▲ 769 719 6,681

増減

増減

131,132

6,653

17,193

16,435

16,324

11,311

24,936

13,189

22,278

11,509

127,142

6,856

16,961

15,147

16,650

10,874

23,619

13,193

23,047

10,790

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000 120,000 140,000

中央

三郷

藤池

瑞鳳

平子

本地原

渋川

白鳳

旭丘

宮浦

公民館利用状況（利用者数）

令和７年度 令和６年度

33,562

2,340

4,396

5,722

2,758

2,695
6,665

3,292

4,037
3,223

33,530

2,382

4,344

5,108
2,888

2,603

6,255

3,253

4,237

2,879

0 4,000 8,000 12,000 16,000 20,000 24,000 28,000 32,000 36,000 40,000

中央

三郷

藤池

瑞鳳

平子

本地原

渋川

白鳳

旭丘

宮浦

公民館利用状況（利用件数）

令和７年度 令和６年度
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４　令和７年度公民館講座等の実施状況について

　 ⑴ 公民館講座

７年度

６年度

増　　減

７年度

６年度

増　　減

市民塾 地域ふれあい講座 外国語講座 企画講座

39 287 414 283 39 421 363 334 2 20 19 17 5 57 65 53

55 410 693 369 41 466 405 397 3 30 33 28 5 49 80 40

▲ 16 ▲ 123 ▲ 279 ▲ 86 ▲ 2 ▲ 45 ▲ 42 ▲ 63 ▲ 1 ▲ 10 ▲ 14 ▲ 11 0 8 ▲ 15 13

スマートフォン講習会 成人大学講座 計

5 40 29 27 4 160 126 126 94 985 1,016 840

6 58 46 45 6 224 184 184 116 1,237 1,441 1,063

▲ 1 ▲ 18 ▲ 17 ▲ 18 ▲ 2 ▲ 64 ▲ 58 ▲ 58 ▲ 22 ▲ 252 ▲ 425 ▲ 223

講
座
数

定
員

申
込
者

参
加
者
数

講
座
数

定
員

申
込
者

参
加
者
数

講
座
数

定
員

申
込
者

参
加
者
数

講
座
数

定
員

申
込
者

参
加
者
数

講
座
数

定
員

申
込
者

参
加
者
数

講
座
数

定
員

申
込
者

参
加
者
数

講
座
数

定
員

申
込
者

参
加
者
数

283

334

17

53

27

126

840

369

397

28

40

45

184

1,063

0
（人）

市民塾

地域ふれあい講座

外国語講座

企画講座

スマートフォン講座

成人大学講座

計

公民館講座参加者数

令和７年度

令和６年度
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　 ⑵ 高齢者教室

７年度

６年度

増　　減

７年度

６年度

増　　減

講話 健康体操クラブ（渋川会場） 健康体操クラブ（東部会場） ハガキ絵クラブ

1 200 174 174 1 90 61 61 1 90 39 39 1 90 19 19

1 200 147 147 1 90 48 48 1 90 34 34 1 90 16 16

0 0 27 27 0 0 13 13 0 0 5 5 0 0 3 3

チャレンジクラブ 計

1 90 37 37 5 560 330 330

1 90 24 24 5 560 269 269

0 0 13 13 0 0 61 61

講
座
数

定
員

申
込
者

参
加
者
数

講
座
数

定
員

申
込
者

参
加
者
数

講
座
数

定
員

申
込
者

参
加
者
数

講
座
数

定
員

申
込
者

参
加
者
数

講
座
数

定
員

申
込
者

参
加
者
数

講
座
数

定
員

申
込
者

参
加
者
数

174

61

39

19

37

330

147

48

34

16

24

269

0
（人）

講話

健康体操クラブ（渋川会場）

健康体操クラブ（東部会場）

ハガキ絵クラブ

チャレンジクラブ

計

公民館講座参加者数

令和７年度

令和６年度
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件数 人数 件数 人数 利用件数 利用者数

7年度 189 2,386 180 1,346 369 3,732

6年度 256 2,123 127 506 383 2,629

増減 ▲ 67 263 53 840 ▲ 14 1,103

※平成11年4月1日開館

５　令和７年度どうだん亭利用状況について

　⑴　どうだん亭利用状況

市内 市外 合計

※令和7年4月1日から営利で使用する場合の使用料を通常料金の3倍に改定

年度

189

256

180

127

0

100

200

300

400

7年度 6年度

どうだん亭利用状況（件数）
市外
市内

内訳

2,386 2,123

1,346

506

0

1,000

2,000

3,000

4,000

7年度 6年度

どうだん亭利用状況（人数）
市外
市内

3,732383369

2,629
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　⑴　文化会館利用状況

件数比 人数比

R7 3,821 92,006 99.1% 112.1% 502 50,825 488 23,850 1,126 10,459 1,705 6,872

R6 3,854 82,065 106.4% 100.2% 507 48,741 435 16,918 1,034 9,542 1,878 6,864

増減 ▲ 33 9,941 - - ▲ 5 2,084 53 6,932 92 917 ▲ 173 8

６　令和７年度文化会館利用状況について

総　　数 文化会館ホール あさひのホール
展示室

展示ロビー
展示ギャラリー

その他

前年度比

※各利用時間帯で１件として計上

※令和７年４月１日から市外の方の利用料金を通常料金の１．５倍に改定し、営利目的で利用する場
合の利用料金を通常料金の３倍に改定

件数
※ 人数 件数

※ 人数 件数
※ 人数 件数

※ 人数 件数
※ 人数

区分

年度

3,821

3,854

3,800

3,810

3,820

3,830

3,840

3,850

3,860

R7 R6

文化会館利用状況（件数）

92,006

82,065

76,000

78,000

80,000

82,000

84,000

86,000

88,000

90,000

92,000

94,000

R7 R6

文化会館利用状況（人数）
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⑵　文化会館自主文化事業実施結果 
 

事業名

開

催 
回

数

年月日 曜日 入場料
入場 
者数

主な演目等

 ① ホワイエで自由に

演奏をしません

か？

1
R7.4.1～ 
R7.5.31

火～土 無料 11
ホワイエ開放日に来場

者が自由に楽器の演

奏を実施
 

② Jazzy Flamenco 

Vol.2
2

R7.5.24 
2部制

土 各500円
1部103

2部89

ジャズ＆フラメンコ 
コンサート 
◆出演 
殿岡ひとみ（ビブラフ

ォン） 
杉丸太一（ピアノ）、

ＫＡＨＯＭＩ（フラメ

ンコ）
 

③ 芸術展 6
R7.5～ 
R8.3

月～日 無料 3,648

地元作家の作品展示

（絵画、写真、彫刻・

工芸等） 
会期中コラボ企画とし

て地元音楽家のロビー

コンサートを同時開催
 

④ 機動戦士Zガン

ダム A New Tr

anslation劇場

版三部作大上

映会！

1 R7.6.29 日

【通し鑑賞券】 
小学生以下1,600円 

大人2,000円 
【単体鑑賞券】 
小学生以下800円 
大人1,000円

244

①機動戦士Zガンダム 
②機動戦士Zガンダム

Ⅱ 
③機動戦士Zガンダム

Ⅲ　 
3部作の上映

 
⑤ 夏休み絵画ワー

クショップ
2

R7.7.26 
R7.8.16

土 各1,000円 40

絵画のワークショップ

とタブレットでイラス

トの描き方を学ぶ講

座。小・中学生が対象。
 ⑥　ホワイエで自由

に演奏をしませ

んか？

1
R7.8.1～ 
R7.9.30

火～日 無料 17

ホワイエ開放日に来場

者が自由に楽器の演

奏などを実施

 

⑦　市制55周年記念

事業　 
三井住友海上文

化財団 
ときめくひとと

き　第1064回 
　　日本音楽コンク

ールから生まれた

フレッシュアーテ

ィスツ「偏西風」

1
①R7.8.26 
②R7.8.27

火、水

①【8.26】 
無料 

（子どもミニコンサ

ート） 
②【8.27】 

高校生以下500円 
大人1,000円 

（当日各500円増）

①41 
②258

（公財）三井住友海上

文化財団の助成による

クラシックコンサー

ト。 
8/26は小学生以下を

対象とした子どもミニ

コンサートを開催。 
◆出演 
北村 陽(チェロ） 
小井土 文哉（ピアノ） 
◆曲目 
イザイ：無伴奏チェ

ロ・ソナタOp.28　ほ

か
 

⑧　第5回あさぴー音

楽会
1 R7.10.5 日 無料 394

幅広い年代を対象にし

た音楽発表会。あさぴ

ー絵画コンクールを同

時開催。
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⑨　クリスマスロビー

コンサート
1 R7.12.14 日 無料 160

◆出演 
松田 知紗・伊藤 文菜（ピ

アノ・ヴァイオリン） 
梁 博良（ピアノ） 
福島 五十鈴・中島 慶子

（ピアノと歌） 
白木 一光（ヴァイオリ

ン） 
◆曲目 
アヴェ・マリア 
クリスマスメドレーほ

か
 ⑩　尾張旭市民合唱

団　第18回ニュ

ーイヤーコンサー

ト

1 R8.1.18 日
高校生以下800円 
大人　1,000円

475

市民合唱団の発表を

主としたオペラ、オラ

トリオなどのコンサー

ト。
 

⑪　ゲッターズ飯田

＆青木さやか　

２人会in尾張旭

市

2
R8.1.24 
2部制

土 3,500円 1,752

尾張旭市ふるさと大使

の青木さやかさんと人

気占い師 ゲッターズ

飯田さんによるトーク

ライブ。サイン本販売、

紅茶の試飲、販売など

も実施。
 

⑫　ロビーコンサート 1 R8.2.8 日 無料 150

◆出演 
日爪　彩花音（ピアノ） 
五艘　洸陽（津軽三味

線） 
山川　ひなた（筝） 
ははそのもり 
(林 輝子、大久保 雅子 
（ヴァイオリン）） 
◆曲目 
小犬のワルツ 
津軽じょんがら節 ほ

か
 ⑬　大ホールでスポッ

トライトを浴びち

ゃおう

1 R8.2.11 祝
60分/1枠 
3,000円

18

60分を1枠として、大

ホールの舞台をステー

ジとして貸出
 

⑭　尾張旭市ふるさ

と大使　岡野兄

弟コンサート

1 R8.2.22 日
1,000円 

※中学生以下無料
824

尾張旭市ふるさと大使

「岡野兄弟」によるコ

ンサート 
◆出演 
岡野兄弟（津軽三味

線） 
徳丸大将（ピアノ） 
◆その他 
当日の様子は、市内の

福祉事業所などへライ

ブビューイングで配

信。
 

R7合計（事業数増減なし） 8,224 前年比（＋517）

 
（参考）R6合計 7,707
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第８号議案 

　　　尾張旭市公民館運営審議会委員の委嘱について  

　下記の者を尾張旭市公民館運営審議会委員に委嘱するため、尾張旭市教育

委員会事務委任規則（昭和５５年教育委員会規則第６号）第３条第１項第７号

の規定に基づき、付議するものとする。 

　　令和８年５月２０日提出 

尾張旭市教育委員会　　　　 
教育長　三　浦　　　明　 

記 

任期　委嘱の日から令和９年５月３１日まで（前任者の残任期間）  

　　　提案理由 

　この案を提出するのは、尾張旭市公民館運営審議会委員の下村波基氏の辞

職に伴う補欠委員に上記の者を委嘱するため必要があるからである。

 

氏　　　名 年　齢 住所又は所在地 所属団体等
新任・再任 

の別

 

増 田 好 泰 ６２歳
尾張旭市自治連合会

協議会代表
新任



第９号議案 

　　　尾張旭市立図書館協議会委員の任命について 

　下記の者を尾張旭市立図書館協議会委員に任命するため、尾張旭市教育委員

会事務委任規則（昭和５５年教育委員会規則第６号）第３条第１項第７号の規

定に基づき、付議するものとする。 

　　令和８年５月２０日提出 

　　　尾張旭市教育委員会　　　　 

教育長　三　浦　　　明　 

記 

任期　令和８年６月１日から令和９年５月３１日まで（前任者の残任期間） 

　　　提案理由 

この案を提出するのは、尾張旭市立図書館協議会委員である筒井里咲氏の辞

職に伴う補欠委員に上記の者を任命するため必要があるからである。

 
氏　　名 年　齢 住　　　　　所 所属団体等

新任・再任

の別

 
永江 玲子 ５４歳

尾張旭市小中学校Ｐ

ＴＡ連絡協議会代表
新任


